
 
 

「大学生を対象にした精神疾患ハイリスク・予備群の検出と予防的対応

のシステム構築」へのご協力のお願い 

 

この文書は，「大学生を対象にした精神疾患ハイリスク・予備群の検出と予防的対処のシステム

構築」の内容について説明したものです。この研究に参加されなくでも不利益を受けることは一

切ありませんのでご安心ください。 
もし，おわかりになりにくいことがありましたら，どうぞ遠慮なく担当者にお尋ねください。 
 

１．この研究の概要 

  研究課題 

大学生を対象にした精神疾患ハイリスク・予備群の検出と予防的対処のシステム構築 
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  研究目的 

 この研究の目的は，大学生年代に罹患しやすいうつ病や不安症の早期発見を目指し，適切な

支援に結びつけるシステム構築を目指して行うものです。質問紙に答えて頂き，必要と思わ

れる方には相談や受診をお勧めします。 

 
  研究方法 

(1)ここでは学年，年齢，性別，所属に加え，抑うつや不安に関する質問項目にお答え頂きます。

時間は約 10分です。 

(2)困ったことがあれば，相談支援研究開発センター総合窓口でお話しを伺いますので宜しけれ

ばお名前と連絡先メールアドレスを入力もしくは記入してください。また，フィードバック

の文章がありますので，回答後にご確認いただければと思います。 

(2)万が一途中で不快な気分になった場合は，中断して下さい。必要な場合には相談支援研究開

発センター総合窓口にご連絡ください。 

 

２．研究協力の任意性と撤回の自由 



 この研究にご協力いただくかどうかは，あなたの自由意思に委ねられています。質問紙に回

答することでご同意いただいたとみなさせていただきます。一旦ご同意いただいた後で，もし

同意を撤回される場合は，同意撤回書に署名し下記の連絡先までにご提出ください。なお，研

究にご協力いただけないことで，皆様の不利益に繋がることは一切ありません。 

 同意を撤回された場合，質問紙への回答や学年，年齢，性別，所属の情報は破棄されます。

ただし，無記名で収集しているデータなので，個人が特定されない場合が殆どですのでご理解

下さい。また，調査の回答が完全に匿名化されて個人が特定できない場合やすでにデータ解析

が行われあなたの情報を分離して破棄することができない場合には同意を撤回された場合にお

いても破棄することができませんのでご了承ください。 

 

３．個人情報の保護 

 研究にあたっては研究協力者の皆様に不利益が生じないように個人情報の保護，プライバシ

ーの尊重に努力し最大限の注意を払います。本研究に付随して行う相談支援のために，氏名と

連絡先メールアドレスの情報をいただくことがありますが，これは相談支援研究開発センター

の個人情報の取り扱い内規（https://dcs.adm.u-tokyo.ac.jp/sitepolicy/）に沿って慎重に取

り扱います。 

 

４．研究成果の発表 

 研究の成果は，匿名化された情報のみを対象として，学会発表や学術雑誌及びデータベース

上等で公表することがあります。 

 

５．研究参加者にもたらされる利益及び不利益 

 この研究が，皆様に即座に有益な情報をもたらす可能性は，現在のところ低いと考えられます。

しかし，この研究の成果は，今後の精神科臨床研究の発展に寄与するための重要な基礎的成果と

なることを私共は期待しています。 

 一方，予想される不利益としては，抑うつや不安に関する質問に回答する際に不愉快な気分に

なることが考えられます。その際に心理的サポートが必要な場合は，相談できる機関をご紹介致

しますので仰ってください。 

 

６．研究終了後の資料等の取扱方針 

 あなたからいただいた電子データは，あなたの同意が得られた場合に限り新たな研究を行う



際の貴重な資源として利用させていただきたいと思います。ただし，この研究に参加する同意

を撤回された場合には，当該データの特定が可能な場合に廃棄します。なお，将来，これらの

資料等を新たな研究に使用する場合は，改めて東京大学倫理審査専門委員会の承認を受けた上

で用います。 

 

７．あなたの費用負担 

 この研究に必要な費用を，あなたが負担することはありません。また，謝礼や交通費などあ

なたに支払われるものもございません。 

 

８．その他 

 この研究は，東京大学倫理審査専門委員会において審査され，相談支援研究開発センター長

の承認を受けて実施するものです。なお，この研究に関する費用は，東京大学の運営費と大塚

製薬“うつ病や双極性障害等を予防する支援方法の開発”プロジェクトによる寄付金から支出

されています。ご意見，ご質問などがございましたら，お気軽に下記までお寄せください。 
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